
大学決算について
財務部 経理課

　2007年度大学決算は、2008年5月8日開催の大学予算委員会および大学評議会、5月24日開催の法人理事会で承認されました。
　2007年度は、教育研究条件の整備充実を図るための事業として、「全学共通教養教育センター」や「日本語・日本文化教育セン
ター」の設置、情報環境整備などを重点的に実施したほか、文部科学省が実施する「国公私立大学を通じた大学教育改革の支援」
に係るプログラムとして新たに採択された、「学生と教員の幸せな出会いをめざす導入教育」（商学部）や「アクションプラン主導
型発見的キャリア教育」（キャリアセンター）に取り組みました。また、学生支援事業では、大学教育改革の支援プログラム「地域コ
ミュニティによる学生支援方策」（学生支援センター）を実施したほか、被災者に対する学費等減免措置の実施、障がい学生支援制
度の充実に取り組みました。そのほか、入学試験会場の増設、「キリスト教主義学校の連携ネットワーク」の構築、「倫理審査室」の
設置、「同志社エコプロジェクト」発足などを実現しました。さらに、今出川キャンパスには、2009年度に神学部、社会学部の1・2年
次生を、2013年度に文学部、法学部、経済学部、商学部の1・2年次生を移し、文系学部の一貫教育体制の実現に取り組む一方、京田
辺キャンパスを身体・生命、先端技術、情報を中心とする統合的・先端的最高水準の教育研究拠点とするキャンパス再編計画を核
とする、大学将来構想の策定を進めました。
　建設事業では、2008年度開設の生命医科学部・生命医科学研究科およびスポーツ健康科学部の教育研究の拠点となる「医心
館」「磐上館」の建設のほか、ラグビー場人工芝敷設や陸上競技場全天候化などの体育施設整備、食堂の一部改修など、主として京
田辺キャンパスの整備を重点的に実施しました。今出川キャンパスでは、5年の歳月をかけたクラーク記念館修復事業が完了し、
館内教室等の利用が可能になりました。
　上記のとおり、2007年度は、未来に向けた教育環境の整備に大きく前進すべく、新設学部・研究科の教育・研究の場となる施設
設備の整備をはじめとして、様々な教育改革施策に必要な投資を積極的に行いました。その一方で、寄付金や補助金、事業収入な
ど外部資金の獲得への継続的な取り組みに加え、入学者の安定的確保や入試志願者数の伸びにより、予算段階に比べると大きく
収支バランスの改善を図ることができました。
　以下、収支計算書に基づき主な収支の内容について説明します。

　学生生徒等納付金は273億円で、帰属収入に占
める割合（学納金比率）は76%と大きな比重を占め
ています。
　手数料は19億円で、入学検定料が主なものです。
　寄付金は6億円で、教育研究施設等整備資金寄
付金、奨学寄付金、寄付教育研究プロジェクトなど
教育研究活動への寄付金、奨学事業への寄付金、機
器備品や図書などの現物寄付金を受入れました。
　補助金は35億円で、国庫補助金が主なもので
す。この大部分を占めるのが私立大学等経常費補
助金で、一般補助14億円、特別補助16億円を受入
れています。その他の国庫補助金では、施設設備
対象の補助金としてハイテク設備、研究装置、研究
設備などの採択を受け、さらに特色ＧＰや現代Ｇ
Ｐといった大学教育改革プログラムを実施するた
めの大学改革推進等補助金などを受入れました。
　資産運用収入は7億円で、各種引当資産の運用
収入および預金などの受取利息・配当金、施設設
備利用料収入などです。
　事業収入は6億円で、企業からの受託研究費な
どの受託事業収入、補助活動収入および付属事業
収入が主なものです。
　雑収入は8億円で、私立大学退職金財団からの
交付金収入が主なものです。
　繰出金は3億円で、法人内諸学校からの資金調
達額の返済額が主なものです。
　分担金は1億円で、法人業務に係る法人内諸学
校の負担分です。
　固定資産除却額は15億円で、機器備品の償却期
間完了に伴う除却額などです。
　当期末未払金は1億円で、固定資産取得に係る
未払金額を今年度の基本金組入額の減額項目と
して計上しているものです。

　第2号基本金取崩額は、24億円で、医心館および
磐上館の建築資金としての教学施設整備資金の
取崩額です。
　特定支出準備金取崩額は2億円で、使途が特定
された準備金の取崩額です。
　収入の部合計は400億円となり、手数料、事業
収入などの増収により予算に対して10億円の増加
となりました。

　人件費は174億円で、帰属収入に占める割合（人件費比
率）は49%となりました。教員充実計画による教員増員な
どにより、前年度に比べて4%増加しました。
　教育研究経費は126億円で、経常的な教育研究活動に
要した経費です。
　管理経費は14億円で、大学の維持管理に要した経費です。
　繰入金は10億円で、高等学校への法人内資金調達額が
主なものです。
　施設関係支出は52億円で、医心館および磐上館の整備
事業、ラグビー場人工芝敷設、陸上競技場全天候化、京田
辺キャンパス食堂一部改修、クラーク記念館の保存修理
事業などによる支出です。
　設備関係支出は23億円で、教育研究用機器備品、図書
などの固定資産取得に係る支出です。2008年度開設の生
命医科学部・生命医科学研究科およびスポーツ健康科学
部で使用する設備購入に伴い、例年と比較して多額の執
行がありました。
　借入金等返済支出は3億円で、償還計画に基づき計画
通り返済しました。
　前期末未払金は1億円で、前年度に取得した固定資産
に係る未払金額の支払額を今年度の基本金組入額とし
て計上しているものです。
　第2号基本金組入額は、組入計画に基づき、教学施設整
備資金12億円、情報基盤整備資金3億円の合計15億円を

組み入れました。
　第3号基本金組入額は、過年度から保有している準備
金の一部を基金に組み入れました。
　第4号基本金組入額は、法人全体の組入計算に基づき
必要額を組み入れました。
　特定支出準備金繰入額は14億円で、中学校移転のため
の財政支援の繰入額10億円のほか、使途特定寄付金およ
び研究費などの予算繰越額を決算において繰り入れたも
のです。
　支出の部合計は435億円で、予算に対して5億円の減
少となりました。

　収入の部合計から支出の部合計を差し引いた当年度
消費収支差額は35億円の支出超過となり、帰属収入の増
加などにより、予算に対して15億円改善しました。しかし
ながら、累積消費収支差額としては238億円の支出超過
額を翌年度以降に繰り越すことになります。

　借入金残高は、前年度末に対して3億円減少し、当年度
末では16億円となりました。

　消費支出超過額は内部資金の不足額であり、借入金は
外部資金への依存額です。したがって、この両方を合わせ
た金額が自己資金の不足額となります。
　前年度末の不足額は233億円でしたが、当年度末は21億
円増加して254億円となりました。

（本文中の金額については1億円未満を調整しています）

収入の部
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用 語 解 説

● 収 支 計 算 書 ●

● 基 本 金 ●

学校法人会計基準に基づく消費収支計算書においては基本金組入額を帰属収入から控
除して表示しているので、収支の内容をよりわかりやすくするために、消費収支計算書に基
本金組入計算に係る各項目をそれぞれ収入・支出の部に計上したのが『収支計算書』です。

第１号基本金は、学校法人が、教育研究活動に供するため、自己資金により取得した固定資
産の価額です。
収支計算書において第1号基本金組入額は、支出の部に取得した固定資産（施設関係支出、
設備関係支出、現物寄付資産）の額を表示し、さらに過年度取得した固定資産に係る借入
金等返済支出を表示しています。また、収入の部に固定資産取得に係る借入金等収入、固
定資産除却による再取得価額などを表示しています。
第２号基本金は、将来取得する固定資産に充てるための資金です。
第３号基本金は、基金として継続的に保持し、その運用果実により教育研究活動の遂行を支
援するための資金です。
第４号基本金は、恒常的に保持すべき資金として学校法人会計基準が定める額です。

支出合計　435億円
（うち消費支出　326億円）

収入合計　400億円
（うち帰属収入　358億円）

（図の金額については1億円未満を調整しています）

■収支計算書
2007年4月1日から2008年3月31日まで （単位：千円）

■収支構成図
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